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古生物学への応用

ワニが恐竜を食べていたという最初の証拠、世界最古の心臓の化石、
初期爬虫類における神経感覚の多様性、新種の恐竜と翼竜の発見など



古生物学への応用
⚫ X線ラジオグラフィを用いると、骨表面の特徴を構造的に評価することがで
きる。さらに詳細な情報が必要な場合は、CTで化石の内部構造を調査する。

⚫ 幼体や成体、またはオス、メスの判別ができ、形態の時間的変化を明らか
にすることができる。

従来、中性子イメージングが適用されることは少なかった
• 放射化
• X線CTと比べた際の利点が不明確であった
• 中性子を利用できる場所が限られていること

• 所有権、倫理観、輸出入、保険、貸与契約、適切な保管など、
すべてが複雑である。

近年、博物館と中性子施設とのかかわりが増えてきた。価値が低い試料を探索的に
調べ、その後、急速に難易度の高い（X線で困難な）試料の調査に移行してきた。

中性子イメージングによって有益な情報取得の可能性



新知創造

時代（地史・歴史）や場所が
異なる文化財・自然史材

＋
最先端の物質・材料測定技術

• 平泉出土の磁器
• 水月湖の年縞
• 福井の恐竜化石

中性子イメージング



実験

◼ これまでX線を用いた調査は多く行われてきて
いる

◼ 京都大学研究用原子炉のB-4実験室では、中
性子とX線を利用したイメージングが可能。

◼ 同じ撮像系（コンバータのみ変更）によって、
中性子とX線の透過像撮影およびCT撮像を
行った。



恐竜の化石①
X線中性子

エドモントサウルス

ダスプレトサウルス



恐竜の化石②
パキケファロサウルス

CT再構成結果

中性子 X線

断層画像
中性子 X線



恐竜の化石③

ティラノサウルス

X線中性子



恐竜の化石④
スピノサウルス

X線中性子



二枚貝（トリゴニオイデス）の化石
中性子 X線写真



まとめ
⚫ 恐竜をはじめとして、古生物の化石の中性子イ
メージングを実施中。

⚫ サンプル数を増やして、（専門家による）より詳
細な評価を行う。

⚫ 最終的には、新試験研究炉で福井産恐竜化石
を調べる。

⚫ 恐竜好きな人募集中。

⚫ 化石だけでなく、文化財や考古資料のイメージ
ングも進めていく予定。
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